




ラフカディオ ・ ハー ンはよく「ケルト」との関連で論じられる。 そのとき枕詞のようについて回
るのがアイルランドである。 しかしハー ンとケルトの関係はなにもアイルランドのみに限られるも
のではない。 事実、 ハーンの人生を振り返ると、 いまひとつのケルトの土地が浮かび上がる。 フラ
ンスのブルター ニュ地方である。 本稿では、 これまでハー ン＝アイルランドという定式の陰に隠れ
て見えなかった、 ブルター ニュとハー ンの関係を検証してみたい。
1. ケルトの地アイルランド？
日本人にとってアイルランドは「ケルト」の代名詞である。 極東の島国でなぜこのようなイメ ー
ジが形成されたのかという問題はひとまず措くとして、 それが好景気の時代にケルティック ・ タイ
ガーを自称し、 流行のケルト音楽の発信地というイメ ー ジをもつアイルランド側の事情とも無関係
ではないことは確かだろう。 「 ケルト」とは、 イングランドに支配された歴史を持つアイルランド
にとって、 ブリテン島とは異なるアイデンテイティを表出するための絶好のシンボルなのである。
父親がアイルランド人で、 自らも2歳から13歳までアイルランドで過ごしたラフカディオ ・ ハ
ー ンは、 しばしば「ケルト人」と見なされてきた。 そして、 このことが彼の作品や人物の評価に及
ぼした影響はけっして小さくはない。
今日ケルト諸語圏に数えられる地域は、 アイルランド以外にも、 ウェールズ、 スコットランド、
コー ンウォール、 マ ン島、 ブルター ニュとケルト諸語の残る ヨーロッパの辺境地域が広く含まれる。
そして歴史的に見て、 アイルランドはこれらの地域の中で必ずしも指導的な立場にあったわけでは
なし‘。
一方、 ヨーロッパで「ケルト」がクローズアップされていった19 世紀において、 フランスが果
たした役割は看過し得ぬほど大きかった。 たとえばケルト諸語地域の連帯の必要性を説く「汎ケル
ト主義」の考えを提唱したのは、1864年にフランスで出版された『19世紀のケルト人』(Les Celtes








り、 日本でもおなじみの妖精や渦巻き模様に彩られたそのイメ ージには、 その後の学問的な成果に
照らして修正すべきものも少なくないのである。












ド ・ スュイド(Edward Lhuyd)の『アルケオロジア ・ ブリタニカ』(Archaeolo.阻a Britannica) 
である。 しかしこの語が広く一般に浸透するのは、1760年から1763年にかけてジェ ー ムズ ・ マク
ファ ー ソン(James MacPherson)が出版した『オシアン』(Ossian)によるところが大きい。 ハ
イランドで発見されたケルトの古歌という触れ込みの一連の詩篇は、 ヨ ーロッパ中で熱狂的に読ま
れたが、 その後「贋作」の疑いが生じるとブー ムも沈静化していった。 しかし口承で伝わる太古の
歌の残存に対する人々の期待がそれで消え去ったわけではない。特にケルト諸地域においてはそう
だった。
たとえば、 大革命後にプルタ ーニュを旅して『フィニステー ル県旅行記』（紛')Tage dans le 





ルト ・ アカデミ ー」(Academie celtique)である。 そして古謡の採集はそこにおいても重要な目的
のひとつとされた。 さらにラ ・ リュ神父(Abbe de La Rue)によって1815年に発表された『中世
におけるアルモリカのブルターニュのバルドの作品に関する研究』(Recherches sur Jes ouvrages 




それに応えたのが、 カンペルレの貴族の子弟ラ ・ ヴィルマルケ(Theodore Hersart de La 
Villemarque)だった。 彼が1839 年に出版した『バルザス＝ブレイス』(Barzaz -Breiz)は、 フ
ランス最初の民謡集として大きな話題になった 2。
その後1852年から1876 年にかけて、 公教育大臣フォルトゥ ール(Hippolyte Fortoul) の主導
による国家事業として行われた民謡調査は、海外領土も含めたフランス全土を対象としたが、その
過程で民謡概念やその採集方法も厳密化されていった。 1868 年にリュー ゼル(Franc;ois-Marie
Luzel) が出版した『バス＝ブルタ ーニュの民謡』第1巻(Chants et chansons populaires de la 
Basse-Bretagne)は、歌い手の名前や採集年月日を明記し、ひとつの歌に数ヴァ ージョンを掲載す
るなど新しい方法を採用したが、歌の内容の貧しさから評判は芳しくなかった。 リュー ゼルはまた
民話も採集したが、 彼の専属の語り手マハリット ・ フュリュップは、 民話を 1 5 0篇、 民謡を 259
篇記憶していたと伝えられる。
1870年、 ゲドス(Henri Gaidoz) によって世界初のケルト学の専門誌『ルヴュ ・ セルティック』
(Revue celtique)が創刊される。言語学のみならず、民族学やフォークロアも対象とした雑誌で、
リューゼルの民話も毎号掲載された。 リュー ゼルは1872年に『『バルザス＝ブレイス』の歌の真正
性について』(De l'authentidte des chants du Barzaz-Breiz de M de La Villemarque; としヽう小
冊子を出し、 民謡にしては立派すぎるラ・ヴィルマルケの歌集の内容に対して疑義を呈した。
1877年、 ゲドスはロラン(Eugene Rolland) と共に「フランスと外国の民衆文学、 すなわち民
話、バラー ド、歌、諺、謎、民衆的な祭りや踊り、慣習、伝承、迷信等々」のための新しい雑誌『メ
リュジー ヌ』(Melusine) を創刊する。 この雑誌は1877 年から1912年までの間にパリで11巻が
刊行されるが、刊行は途中まで不定期であった。





























知り合った友人クレービール (Henry Edward Krehbiel)に送られた書簡である。 当時 「シンシナ
ティ ・ ガゼット」の記者であったクレービールは、 のちにニュー ヨ ークヘ移って 「ニュー ヨ ーク ・











（残念なことに、 ニュー ヨ ークのクリスタ ーンからいまさっき受け取った情報によると、『メリュジーヌ』は
廃刊になってしまったようです。 愛しの『メリュジー ヌ』、 可哀そうに！ 彼女が亡くなったのは、 考古学的
にも文献学的にも残念なことです。）ブルタ ーニュにはオリエントがあるのです。 そして、 その歌はブルタ ー
ニュの漁村の歌なのです。 それがメランコリックな歌であるのは驚くには当たりません。 ただしメランコリッ
クなだけで、 不気味さや甘美さがないのは、 いただけませんが。 1877年の『メリュジーヌ』は、 ブルタ ーニ
ュの歌を楽譜付きでたくさん収録しています。 私はクリスタ ーンから「いかがですか」と言われたので買うつ
もりです。 私が欲しいのは伝説が載っているからです。 あなたなら、 さしずめ楽譜を見るためでしょうね凡
ニュー ヨ ー クの知人から『メリュジーヌ』の購入を勧められて、 「買うつもりだ」と書いている




ンが所有する『バルザス＝ブレイス』に収録されている 「イスの町の水没」(Submersion de la ville
d'ls)ではないかとも思われるが推測の域を出ない。 手紙はこう続く。
そのメロディ ーがアイルランドの哀歌の嘆き節に似ているという私の意見に対する御批判は、 予期してはいま





この記述と、 前の引用にある「ブルタ ーニュにはオリエントがあるのです」という一文は、 当時
のケルト観を如実に反映している。 つまり19世紀において、 ケルトとはオリエントだった。 この
時代、 ケルト人は中央アジアを起源とする人々であると認識されており、 その最盛期における居住
地域の東端は、遠くモンゴルにまで達していたと考えられていたのである。19世紀後半のフランス
では、 そこからプルトン人はモンゴル人の末裔であるという俗説が生まれ、 その俗説は 20世紀後
半まで生き残った四
引用ではクレー ビールの前便の内容が分からないので推測に頼るしかないが、彼はおそらくどこ




代ウェ ールズ語もそうですが。 私は全部の言葉を聞いたことがありますし、 ウェ ールズ語(Welsh)とスコッ
トランド語をアイルランド語との類似を頼りに理解できるというアイルランド人にも会ったことがあります。




か。 ウェールズの音楽が、 すぐにバルドやドルイドに結びつくところに、 当時のハーンのケルト観
の一端を窺うことができよう。
ところで、 肝心の『メリュジー ヌ』に戻ろう。 この雑誌にはフランス各地の伝承が数多く掲載さ
れていたが、 なかでもブルタ ーニュの口頭伝承は群を抜いて多かった。 ただ、 ハーンがたくさんあ
ると予告した民謡は実際には2篇しかなく、 楽譜付きの歌に至ってはわずかに1篇であった。 多か
ったのはむしろ民話で、14篇を数えた。 ニューオリンズのハーンにとって、 ブルタ ーニュはまさに
「ケルト」の口頭伝承の窓口だったのである。
一方、フランスの海外領士を含む海外のものとしては、クレオール民話が2篇、ノルウェー民話、
スロヴェニア民話、 ロシア民話、 アラブ民話、 日本民話が1篇ずつあった 9。 つまりハーンはこの








続けて口頭伝承の採集がどのように行われるべきかを説く中世文学者ガストン ・ パリス (Gaston
Paris) の一文が掲載されて、 読者に向けて採集への協力が呼び掛けられていた。
『万国民衆文学』との出会い
『メリュジー ヌ』 の次にハーンが出会う重要な書物が、 メゾヌー ヴ書店 (Maisonneuve et Ci0) 
が 1881 年に出版した『万国民衆文学』 (Les litteratures populaires de toutes Jes nations; 
traditions, 1破',gendes, contes, chansons, proverbes, devinettes, superstitions) であった。 この叢
書は 1903 年までに全 47 巻が刊行されたが、 1881 年に出版されたのは 26 巻までであった。 以下
の表に、 その巻冊番号、 著者およびタイトル、 ヘルン文庫所蔵 (0印）、 ブルターニュ関連（△印）
を示す。
著者及およびタイトル
セビヨ『オート＝ブルター ニュの口承文学』 O△ 
(Paul Sebillot, Litterature 6rale de la Haute-Bmtagne)
ブラデ『ガスコー ニュの民衆詩』 (J.F. Blade, R。esies populaires de la Gascogne) ゜
ランスロー『ヒトパデーシャ』 (E. Lancereau., Hitopadesa) ゜
Vol. 9-10. セビヨ『オー ト＝ブルター ニュの伝承と迷信』 O△ 
(P. Sebillot,乃·aditions et superstitions de la Haute Bretagne)
Vol. 11. フルー リ『バス＝ノルマンディーの口承文学』 (J. Fleury, Litte1·ature orale de la Basse-Normandie) ゜
Vol. 12. セビヨ『民間伝承におけるガルガンチュア』 (P. Sebillot, Gargantua dans Jes traditions popularies) ゜
Vol. 13. カルノワ『ピカルディの口承文学』 (E. Henry Carnoy, Ljtterature orale de la Pjcardje) ゜
Vol. 14. ロラン『わらべ歌と遊び』 (E. Rolland, Rjmes etjeux de L'Enfance) ゜
Vol. 15. ヴァンソン『バスク地方のフォ ー クロア』 (J. Vinson, Folk-lore du Pays Basque) ゜
Vol. 16. オルトー リ『コルシカの民話』 (F. Ortoli, Contes populaires de la Corse) ゜
Vol.17-18. Vol. 17-18. ウェッケルラン『アルザスの民謡』 (J.B. Weckerlin, Chansons populaires de I山'sace) ゜
Vol.19-21. ブラデ『ガスコー ニュの民話』 (J.F. Blade, Contes populaires de la Gascogne) ゜
Vol. 22. セビヨ『オート＝ブルター ニュの民俗習慣』 O△ 
(P. Sebillot, Coutumes populaires de la Haute-Bretagne)
Vol. 23. プティット『北西カナダのインディアン伝承』 ゜
(Emile Petitot,乃.aditions indiennes du Canada nord-ouest) 
Vol. 24-26. リュー ゼル『バス＝ブルター ニュの民話』 (F. M. Luzel, Contes populaires de Basse-Bretagne) △ 
1883 年にこの叢書中 14 巻を手に入れたハーンは、 ここから本格的に口頭伝承の採集に目覚めて
いく。 この年、 ハーンはクレー ビールにこの叢書をこう紹介している。
86 
私は近いうちにヒンドゥ ー音楽も手に入ると期待しています。 というのは、 万国フォ ークロア・フォ ークロア
音楽叢書の予約購読を申し込んだからです。 そのうち 17 冊だけが既刊です。 エルゼヴィル版です。 大半がヨ
ーロッパに関するもので、 プルター ニュのものが多いですが、 プロヴァンスやノルマンディ ーなどの音楽もあ






どうやらハー ンは、 この叢書にオリエント関連の書物を期待していたようだ。 最後に話題になっ
ている「オリエントの物語のコレクション」とは、 やがて 『異文学遺文』として世に出ることにな
るテキストである。 いずれの話題からも、 この時期のハー ンの強いオリエント趣味が見て取れる。
以下は1883年10月のクレー ビール宛書簡である。
もしどこか公立図書館に行くことがあれば、 ぜひメゾンヌーヴの素晴らしい 「 万国民衆文学 」 叢書があるか
を確認してください。 私はそのうち 14 冊を手に入れましたが、 珍しい音楽がたくさんあります。 もし見つか
らなければ、 ときどき抜粋をお送りします。 それから『メリュジーヌ』 があるかどうかも確認してください。





ハー ンとクレー ビールの間にはだいぶ温度差があるようだ。 ひとつ前の書簡にもあるように、 ハー
ンは明らかにクレー ビールとの共同作業を望んでいたが、 クレー ビールの方はそれほど積極的では
なかったのかもしれない。
私はオリエ ント関係のカタログの中に、 「ヴィロトー『古代エジプト音楽覚書』、 パリ、 メゾヌーヴ書店、 1883
年 (15 フラン）」 を見つけました。 どこかの公立図書館に、 この本があるのではないかと思います。 もしなけ
れば、 手に入れることをお勧めします。 私はそれをパリから無税で購入することができます。 今度メゾンヌー
ヴに手紙を書いてみます。 この薔店から私は風変りな本をたくさん手に入れています。（……）いつかあなた
と共著で魅力的な音楽付きの伝承集を書けたらいいとよく考えます。 各伝説にメロディ ーのサンプルが付いた
もので、 H ・エドワ ード・クレー ビールの詳細な解説付きです。 でもそれまでには、 二人とも 「有名かつ評価
の高い著者」になっていなければならないでしょうね。私は何か珍しいフォ ークロアを提供できるでしょう12。
87 
ハーンは将来的にクレー ビールと共著で、 メゾヌ ーヴ書店が出版しているような民族音楽の本を
書くことを考えていた。 しかし彼らが紹介すべき音楽はどこにあるのか。 ハーンは自分の関心を惹
いたさまざまな民族音楽の情報をクレー ビールに送り続ける。 以下は1884年3月の書簡である。














クレー ビールとの関係は、 ハー ンが日本に発つ直飢に絶交という形で終焉を迎えるが、 のちに音
楽評論家として名を成したクレー ビールは、 ベー ト ーヴェン、 ワグナー、 ブラ ー ムスなどのクラシ
ック音楽に関する少なからぬ書物を著した。 その中の一 冊に1914年刊の『アフロ＝アメリカン・
フォ ー クソング』(A仕a-American folksongs: a study in racial and national music)という異色
の書物があることは指摘しておいていいだろう。 ハー ンと共有した若き日の志の一端を遂げたとい
うべきか。
ところで、 ニ ューオリンズのハーンがクレー ビールと並んでよく書簡を交わした人物にオコ ーナ
- (William Douglas O'Connor)がいる。1883年に彼に宛てた書簡で、 ハーンはこう書いている。
私の知識についてのあなたの評価は、 受け入れかねるものです。 まともな知識という点では、 私はびっくり
するほど何も知らないのです。 奇書や珍品を追い求めた結果、 実際に知っている以上に知識があるように見せ
ることはできますが、 その仕事はどれも専門家の評価に堪えるものではありません。 でも私の蔵青を見てもら





ハーンの言う 「奇書」や「珍品」が、 これまでの文脈から見て、 彼がニュー オリンズで入手した
民俗学関係の書物を指すことは明らかだろう。 この手紙はそうしたハーンの「趣味」がきわめて自
覚的なものであったことを伝えている 16。23歳の若者にはっきりと自分の適性を自覚させたという
点で、『万国民衆文学』 や『メリュジー ヌ』 の貢献はやはり大きかったと言うべきだろう。 しかも
この時代にあっては、 そうした「珍品」は実は単なる珍品にとどまらず、 高邁な目的に奉仕する貴
重な素材であると考えられてもいたのである。
ここでハーンが所有していたもう一 冊の『メリュジー ヌ』、 すなわちその第2巻(1884-1885)
を見よう。巻頭に掲げられた 「読者へ」の中で、 ゲドスとロランは、『メリュジー ヌ』 第1巻がフ









それゆえ、 われわれの調査をフランスやヨ ーロッパ以外の場所に、 世界のあらゆる地域に広げることに全力を
尽くそう。（……）なぜなら、 我々は他の人種がいかなる信仰によって生きているのか知らなかったし、 知ろ
うとしなかったのだから。（……）われわれは世界の五大陸にフォ ー クロアの観測所のネットワ ー クをつくり





俗学は、 東西の口頭伝承の採集へと人々を誘い、 ハーンはその進展をニュー オリンズから逐一 追っ
ていた。 なかでもブルタ ーニュは、 口承文化の宝庫としてフランス民俗学をリードしていた。 ハー
ンは1870年代末から80年代全般にかけて、『メリュジー ヌ』 や『万国民衆文学』、 さらには『バル
ザス＝ブレイス』 を通して、 相当数のブルタ ーニュの口頭伝承に接していた。
89 
ハー ンとよく比較されるW·B ・ イェイツ(William Butler Yeats)の最初のフォ ー クロア関係
の著作は、1888年の『アイルランド農民の妖精物語と民話』(Fairy and Folk Tales of the Irish 




のです 19」という言葉は、 イェイツの仕事を知ってから、 あくまでもイェイツ個人に向けて語られ
たものであり、 ハー ンと民俗学の具体的な関係とは別の次元で論じられるべきだろう。
辺境地域における口承文学の採集は、 ハー ンが来日する1890年以前からすでに世界的な流行で
あった。 なかでもオリエントの位置は特別で、 ハー ンもまたオリエントに対して強い憧憬を抱いて





被差別部落に出かけて行って大黒舞を取材し、 その歌詞を英訳しようと試みもした。 ハー ンの野心
の一端はこうした行為のうちに容易に見て取ることができよう。 しかし彼は文字通りの口承文化




し、 中世趣味は来日後のハー ンの文学の舞台設定に影響を与えたに違いない。 その意味でハー ンも
また時代の子であった。
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4 The writings of Lafcadio Hearn : in sixteen volumes. Large-paper ed, v.13, Rinsen Book, Kyot,0，p. 158. 
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7 ブルタ ー ニュではよく知られた説で、 1970年代の書物でも確認できるが、 筆者はいまのところ他のケルト諸語
地域で同様の俗説の存在を確認できていない。
8 Thew血ings of Lafcadio Hearn : in sixteen volumes. Large·paper ed, v.13, Rinsen Book, Kyoto, p. 179. 
9 いまひとつ興味深いのは、「ハー ヴェ ー群島の神話」と題する、 ワイアット ・ ギル師(W. Wyatt Gill)の『南
太平洋の神話と歌謡』(M
聾
hs and Songs from the South Pac.泊c, 1876)の紹介記事が 3ペー ジ半に渡って掲載さ
れていることである。 著者は『グレ ー トブリテン島の民話』(Contes populaire de la Grande Bretagne, 1875)な
どの著書があるブリテン島の口承文化の専門家ロワ ・ ブリュエ ール(LoysBrueyre)であった。 ハーンは『異文学
遺文』において、ギル師の著書にある「泉の精」を「泉の乙女」として翻案しているが、 この記事によってギル師
の書物を知った可能性が高い。
10 Ibid., p. 271. 
11 Ibid., pp. 277-278. 
12 Ibid., pp. 279— 280. 
13 Ibid., pp. 306-307. 
14 Ibid., p. 334. 
15 Ibid., p. 284. 
16 徳富蘇峰は昭和10年にヘルン文庫を訪れ、 同年10月10日の東京日日新聞にその訪問記を書いている。 「翁
が在米、在日本時代の蔵書 一切合計二千四百三十五冊、 内英書千三百五十二冊、 佛書七百十九冊、和漢書三百六十
四冊、 独逸書は皆無。 （……）其の書籍は何れも有り触れたる、 云はゞ月並的のものにして、 別に奇書とか、 珍籍
とか云う可き類は、 殆ど之を見出すことが出来ない。 （……）且つ其の英書中の文學に関する六百六十四冊の中に
ても、 此れと申す可き程の物は無く、 翁の英文學に関する講義の参考書杯も、 我等が日常目に触れたるものばかり
であると云ふも、 不可なきほどだ」。 蘇峰は続けて「予は此れによりてヘルン翁が、 実に天才たるを見上げた。 翁
は凡人並の書物を読んで、非凡なる文士となった」と称賛している。 『國民新聞』を主宰したことで知られるこの
ジャ ー ナリストは、 青年時代に東京英語学校や同志社英学校で学んでおり、英語に堪能であったことは想像に難く
ない。 しかし仏語にどれほど通じていたか。 ハーンの蔵書中の「佛書七百十九冊」について、 蘇峰がもしそのタイ
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17 Melusine, tome 2 (1884—1885), p. 2 
18 Ibid. 
19 1901年9月24日、 W.B. イエイツ宛て書簡より。
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